
中 赤十字いわて 2022特別号
日本赤十宇社

近年、毎年のように全国各地で発生している豪雨災害、一昨年発生し今なお終息の見通しが立た

ない新型コロナウイルス感染症の流行等、人間のいのちと健康を脅かす事態が立て続けに発生し

ております 。

日本赤十字社は、設立から140年以上にわたりこのような国民生活を脅かす事態に全力で立ち

向かつて参りました。日本赤十字社の災害救護活動の財源は、設立以来、国や地方自治体からの補

助金等に依らず、基本的に全て皆さま方からいただく善意のご寄付によつて支えられております。

今後とも赤十字が人道的活動に取り組んでいくためにも、皆さま方の継続したご支援が必要で

す。赤十字事業の趣旨にご協賛いただき、よリー層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

日本赤十宇社 岩手県支部
〒020-0831 盛岡市三本柳6-1-10   丁EL 019-638-3610

日赤 岩手県支部中 Japanese Red Cross Society □目目 iwatejrc.or.jp
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日赤岩手県支部の活動資金にご協力をお願いします :



収入総額233′509干円
○活動資金  217′ 171
。一般からの活動資金 196,257千円
。法人からの活動資金  20,916千円

○その他儲習負担金等)5′044千 円
○前年度繰越金  11′292千 円

翌年度繰越金

19

岩手県赤十字の

業務運営

36′530千円

国際活動、

赤十字の全国事業

31′ 889干円

赤十字思想の

普及広報と活動資金の増強

36′ 608干円

支出

支出合計

233′509
千円

災害救護活動

48′752干円

救急法講習等
ボランテイア活動

27′597千円

市町村の赤十字活動、

奉仕団の活動

32′288干円

将来を担う青少年の

リーダーシップ育成

避難所用パーテーシ∃ン

はり露渉中鸞円
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※令和3年度決算は、令和4年6月 に開催される評議員会の決
議を経た後、ホームページ・広報誌等で報告します。

躍

毎年のように発生する

災害に備えた救護訓練

毛布 (1枚 )

円

沿岸地域住民に対する

復興支援

緊急セット(1セット4人分 )
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いのちを守るための

知識と技術を学ぶ赤十字講習

屋内簡易テント

.  .円

上記事業の他、皆さまのご寄付でできること因割醒翌団ト

町内会0自治会を通じてご寄付いただいている方も多くいらつしゃると思います。

下記の方法でもご協力いただけますので、併せてのご協力をよろしくお願いします。

●クレジットカ…ド決済
日本赤十字社のホームページからご協力
いただけます。  瘍憑鰈褥颯蜀鰈蝙痣辣輻鰈塚躙
(0)銀行日座からの引落し
申込書をお送りしますので、当支部にお申し出ください。

手数料は無料です。

oJ‐CoinPAY
スマホアプリJ‐CoinPAYを用いた「ぽちっと

募金」でご協力いただけます。

●お近くの郵便局からお振込み
郵便局窓□からご協力いただけます。振込手数料は無料です。

お振込先 02200-0‐ 133618 日本赤十字社岩手県支部

靭

201′776千円1議審ヨ 217′ 173千円歴奎要ヨ107.6%
岩手県支部として初めて「遺贈」による高額寄付があつたことにより活動資金の目標額は達成することができました。

しかし、『遺贈」による寄付を差し引いた場合の目標達成率は、86.4%と厳しい結果となつております。

引き続き皆さまのご支援をよろしくお願いします。
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のあたたかいご協力に感謝申し上げます。
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遺贈0相続財産によるご協力について
近年「自分が築いた財産や故人の遺産を広く社会に役立てて欲しい」というお申し出を多くいただいており、日本赤十字

社岩手県支部では、このような尊いご意思に応えるため、遺贈、相続財産等の寄付を承つております。

令和3年度、岩手県司法書士会と連携協定を締結し、円滑な対応が可能となりましたのでお気軽にご相談ください。


